
児童扶養手当
の月額

（令和２年４月〜）

詳しくは、お住まいの市区町村へお問い合わせください。
（お問い合わせ先）

袖ヶ浦市役所子育て支援課
電話 ０４３８－６２ー３２７２

◆通常、⼿当は申請の翌⽉分から支給開始となりますが、これまで障害年⾦を受
給していたため児童扶養⼿当を受給できなかった⽅のうち、令和３年３⽉１⽇
に支給要件を満たしている⽅は、令和３年６⽉30⽇までに申請すれば、令和３
年３⽉分の⼿当から受給できます。

◆令和３年３⽉分と４⽉分の⼿当は、令和３年５月に⽀払われます。

⽀給開始月

▶現在、障害年⾦を受給しているひとり親家庭は、障害年⾦額が児童扶養⼿当額を上回る場合に
は、児童扶養⼿当が受給できず、就労が難しい⽅は、厳しい経済状況におかれています。
そこで、「児童扶養⼿当法」の一部を改正し、令和３年３⽉分から、児童扶養手当の額と障害
年⾦の⼦の加算部分の額との差額を児童扶養手当として受給することができるように⾒直しま
す。

▶なお、障害年⾦以外の公的年⾦等（※）を受給している⽅は、公的年⾦等の額が児童扶養⼿当
額より低い場合、その差額分の児童扶養⼿当を受給していますが、改正後も同じく、公的年⾦
等の額が児童扶養⼿当額より低い場合、その差額分の児童扶養⼿当を受給できます。
（※）遺族年⾦、⽼齢年⾦、労災年⾦、遺族補償など。

「児童扶養⼿当法」の一部を改正により、令和３年３⽉分から
障害年⾦を受給している⽅の「児童扶養手当」の算出⽅法が変わります。

障害年⾦を受給しているひとり親家庭が
「児童扶養手当」を受給できるよう⾒直します

⾒直しの内容（令和３年３月分（令和３年５月⽀払）から）

◆⼦どもが１人の場合 全部支給︓43,160円
一部支給︓43,150円〜10,180円（所得に応じて決定されます）

◆⼦ども２人目の加算額
全部支給︓10,190円
一部支給︓10,180円〜 5,100円（所得に応じて決定されます）

◆⼦ども３人目以降の加算額（１人につき）
全部支給︓ 6,110円
一部支給︓ 6,100円〜 3,060円（所得に応じて決定されます）

ひとり親のご家庭へ、⼤切なお知らせ

◆既に児童扶養⼿当受給資格者としての認定を受けている⽅は、原則、申請は
不要です。

◆それ以外の⽅は、児童扶養手当を受給するためには、お住まいの市区町村へ
の申請が必要です。なお、令和３年３⽉１⽇より前であっても、事前申請は
可能です。

手当を受給する
ための手続き



詳しくは、お住まいの市区町村へお問い合わせください。
（お問い合わせ先）

袖ケ浦市役所子育て支援課
電話 ０４３８－６２－３２７２

● 公的年⾦等を新たに受給する場合
→ 速やかにお住まいの市区町村にお問い合わせください。

「児童扶養⼿当」と「公的年⾦等」の
両方を受給する場合は、⼿続きが必要です︕

【⼤切なお知らせ】
児童扶養⼿当を受給されている皆さまへ

必要な⼿続き▶ 以下の書類をご持参の上、お住まいの市区町村の児童扶養手当
窓口にお越しください。

・公的年⾦給付等受給状況届
・公的年⾦給付等受給証明書（年⾦証書、年⾦決定通知書でも可）

公的年⾦等＊1を受給する場合、児童扶養⼿当額の全部
または一部を受給することができません。＊2

(＊1) 遺族年⾦、障害年⾦、⽼齢年⾦、労災年⾦、遺族補償など。
(＊2) 障害年⾦を受給している⽅は、令和３年３月分(令和３年５月

支払い）から、児童扶養⼿当の額と障害年⾦の⼦の加算部分の額
との差額を児童扶養⼿当として支給します。

■障害年⾦以外の公的年⾦を受給している⽅は、その額が児童扶養
手当額より低い場合、差額分を児童扶養手当として支給します。

そのため、以下
の⼿続きを必ず⾏ってください

● 公的年⾦等が過去に遡って給付される場合や、
公的年⾦を受給し、市区町村への⼿続きが遅れた場合
→ 過去に受給した児童扶養手当の返還が必要になる場合が

あります。⼿続きは早めに⾏うよう、ご注意ください。


